






















られる （大島 , 2007）。課題の達成度合いには個人差があるが、その対策については十分に検討されてき
たとは言えない。
　最近は、授業改善の方法としてアクティブラーニング （Active Learning） が積極的に推進されており、
その方法の一つとして反転授業（Flipped Learning） が注目されている。反転授業とは、従来の授業内に
行われていた知識の導入を授業前にオンラインで事前に学習し、知識の定着や応用力の育成に関わる演














































































































































適切さが 2.94点、文章構成の適切さは 5.29点、図表説明の正確さは 1.95点、引用方法の正確さは 0点
で、低いものであった。ただし形式の適切さは 9.72点で高かった。
　指導後の授業期間終了時には総得点が33.6点へと上がっていた。一貫性の適切さについては2.94→6.93、
文章構成の適切さは 5.29→ 8.57、図表説明の正確さは 1.95→ 5.89、引用の正確さは 0→ 4.51と成績が
上がった。形式の適切さは 9.72→ 9.81とほとんど変化はなかった。
表 3　授業期間開始時と終了時の文章作成テストの成績
　 総得点 1） 一貫性 2） 文章構成 3） 図表説明 4） 引用方法 5） 形式
M SD M SD M SD M SD M SD M SD
授業期間　
開始時
19.47 5.55 2.94 1.95 5.29 2.91 1.95 3.00 0.0 0.00 9.72 1.36
授業期間
終了時
33.60 9.72 6.93 2.23 8.57 1.46 5.89 3.40 4.5 4.00 9.81 0.76













0.28, p < .001）。それ以外の総得点、一貫性の適切さ、文章構成の適切さ、図表説明の正確さ、引用方法
の正確さの平均値に有意差があることが示された（総得点 : F （1, 162）＝ 131.64, p < .001, 一貫性 : F （1, 
162）＝ 105.37, p < .001, 文章構成 : F （1, 162）＝ 66.23, p < .001, 図表説明 : F （1, 162）＝ 61.76, p < .001, 













　 総得点 1）一貫性 2）文章構成 3）図表説明 4）引用方法 5）形式
　 M SD M SD M SD M SD M SD M SD
反転授業
導入条件
33.66 9.72 6.93 2.23 8.57 1.46 5.89 3.40 4.51 4.00 9.81 0.76
対照条件 30.13 9.03 6.25 2.81 6.65 1.63 3.83 3.46 3.25 3.13 9.13 0.46


















条件が対照条件よりも有意に成績が高いことが示された（総得点 : t （167）= 2.45, p < .05, 文章構成の適
切さ : t （167）= 2.19, p < .05, 図表説明の正確さ : t（167）= 3.89, p < .01, 引用方法の正確さ : t （167）= 2.28, 
p < .05）。一貫性の適切さと形式の正確さは、有意な差は認められなかった （一貫性 : t （167）=1.57, n.s, 





は、事前課題の完全達成条件が 32.59点、部分達成条件が 28.12点であった（図 3参照）。両条件に差が






















 1.  研究対象とした科目は漢字語句、会話、文章作成の三領域から構成された科目であるが、本研究では文章
作成に注目する。
 2.  文章作成に関する知識の導入を目的に事前課題として動画の視聴と問題を行ったのが当該の三回で、それ
以外の回は漢字、会話等の宿題があった。
 3.  スマートフォンからも事前課題に取り組めるようQRコードも提示した。
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